
℃ ％

№ 延後 延前 後半 前半 計 計 前半 後半 延前 延後 №

1 GK GK 1

2 DF DF 2

3 DF DF 3

4 1 5 4 DF DF 5

1 1 5 DF DF 9 4

1 1 18 DF MF 7

1 1 6 MF MF 8

9 MF MF 10

2 1 3 1 20 MF MF 15 6

1 2 3 1 10 FW MF 17 1 1

2 2 12 FW FW 18 14

17 GK GK 12

15 DF DF 4

19 DF DF 16

7 MF MF 6

8 MF MF 11

13 MF MF 13

14 MF MF 14

11 FW MF 19

16 FW MF 20

区 分 № 区 分 №

0 0 9 7 16 1 0 1 0 0

4 1 5 6 3 3

7 2 9 0 0 0

3 5 8 6 2 4

1 1 2 4 3 1

(1) 1 (2) (4) (3) 1

№

10

20

前半　：［：］、後半　：［：］、合計　　　：　　［　　：　　］

【戦　  評】 【記入者：　古木　裕　】

(一社)熊本県サッカー協会 マ ッ チ コ ミ ッ シ ョ ナ ー 主 審

公　　式　　記　　録 金城　武治 小川　　稜

大 会 名 ： 平成30年度 第40回 九州高等学校（Ｕ－１７）サッカー大会（九州高等学校サッカー新人大会） マッチ№［26］
日 時 2019/2/18 10:00 試 合 形 式 70分 会 場 大津町運動公園多目的広場ABコート（人工芝）

天 候 晴れ 気 温 9.0 湿 度 51.0 風 無風 ピ ッ チ 状 態 観 客 数

マ ッ チ コ ミ ッ シ ョ ナ ー 金城　武治 副 審 １ 辻滉平 第 ４ の 審 判 井芹祥宏 芝 人工芝

主 審 小川稜 副 審 ２ 稲本博久 記 録 担 当 隅田純一 表 面 乾燥

1 前 半 0

1 後 半 0

延 長 前 半

延 長 後 半

Kick off

交 代 シ ュ ー ト シ ュ ー ト 交 代得
点

選 手 名

Kick off Ｐ Ｋ

out時間 out時間

野 中 友 椰 新 垣 凱 斗

番
号

位
置

位
置

番
号

今 田 光 中 山 聖

益 永 望 光 古 波 津 琉 来

吉 村 颯 真 仲 程 飛 雄

大 塚 剣 士 山 城 暉 一 朗 63分

船 原 零 央 髙 良 英 希

古 賀 健 琉 山 川 樹

過 能 工 太 郎 伊 佐 航 平

藤 隆 成 銘 苅 敢 士 49分

寺 岡 聖 斗 岸 本 大 和

岩 﨑 巧 仲 西 泰 盛 59分

井 本 匡 哉 西 山 祐 人

牟 田 愁 平 具 志 優

上 甲 隼 輔 壽 進 之 介

古 賀 敬 仁 照 屋 圭 人

笹 隈 隼 人 友 利 大 河

南 部 空 我 安 室 禎 啓

栗 尾 瑠 工 藤 海 人

深 松 大 雅 高 良 明 志

塩 塚 玲 生 上 原 琉 暉
警 告 ・ 退 場 監 督 監 督 警 告 ・ 退 場

時 間 氏 名 理 由 青 柳 良 久 平 安 山 良 太 時 間 氏 名 理 由

前
半

前
半

後
半

延
前

延
前

後
半

シュート

延
後

ＧＫ

直接FK

ＣＫ

間接FK

(ｵﾌｻｲﾄﾞ)

得点時間 得 点 チ ー ム 得 点 者 ス コ ア ［得点経過記録例］：～ドリブル,→ゴロのパス,↑浮き球パス,×混戦,Ｓシュート,Ｈヘディング

ＰＫ

5分 筑陽学園 寺 岡 聖 斗 １－０ 右CK 5 ↑ 中央１ 3 ↑ 中央１ １０ ＨＳ

54分 筑陽学園 藤 隆 成 ２－０ 中央２ １２ → 中央１ ２０ 右足Ｓ

9 10 11Ｐ Ｋ 戦 の 経 過 1 2 3 4 5

ベスト４をかけた戦いは、筑陽学園４－４－２、那覇西４－２－３－１のシステムでスタートした。先制に成功した筑陽学園は⑩寺岡⑫岩崎の２トップにロングボールを多用し
ゴールに迫る。対する那覇西は⑤仲程を中心に丁寧なビルドアップから攻撃の糸口を探る展開となる。後半に入り、前線からのプレスをかける筑陽学園が次第に主導権を握りはじ
め優位に進める。那覇西もＤＦラインでのボール保持を行うが縦へのプレーに精度をかきバイタルエリアへの侵入には至らない。終始ハードワークを継続した筑陽学園が準決勝へ
と駒を進めた。

2私立筑陽学園高等学校

選 手 名

チ ー ム 合 計

6 7 13 14

［ 試 合 時 間 ］

得
点

延
後

12

人

沖縄県立那覇西高等学校

100

0

8


